
オープン・アクセス、機関リポジトリ関係簡略年表 
年 月 日 海外 日本 

1989   Stevan HarnadがPsycoloquyを創刊 

1991 8 16 Paul GinspargがarXivを創始 

1993 2 1 Thomas KrichelがWorking Papers in 
Economics (WoPEc) を創始 

 

 11  CERNがプレプリント・サーバを創始 

1994   DARPA及びNSFがNetworked Computer 
Science Technical Reference Library 
(NCSTRL) を創始 

 

 6  NASAがNASA Technical Report Server 
(NTRS) を創始 

 

 6 27 "Scholarly Journals at the Crossroads: A 
Subversive Proposal for Electronic 
Publishing" （岐路に立つ学術雑誌：電子出

版をめざした転覆提案）の中でStevan 
Harnadがセルフ・アーカイビングを始めて

提唱 

 

1995 6  Fermi National Accelerator Laboratoryがプ

レプリント・サーバを創始 

 

1996   バージニア工科大学が Networked Digital 
Library of Theses and Dissertations を創始 

 

 7 29 学術審議会が『大学図書館における電子図書館

的機能の充実・強化について（建議）』を刊行

1997 5 12 Thomas KrichelがResearch Papers in 
Economics (RePEc) を創始 

 

 8 19 Stevan HarnadがCogPrintsを創始 

1998   筑波大学電子図書館（高度発信型電子図書館シ

ステム）開設 

 6  ARLがScholarly Publishing and Academic 
Resources Coalition (SPARC) を開始 

 

 8 25 American Scientist誌がSeptember98Forum
を開始（モデレータはStevan Harnad）（後

にAmerican Scientist Open Access Forumと

改名） 

 

 9  ACM，arXiv，NCSTRL及びAAAIが
Computing Research Repository (CoRR)を
創始 

 

 10  David ShulenbergerがNational Electronic 
Article Repository (NEAR)提案を発表 

 

1999   Open Archives Initiative (OAI)誕生 

 5 5 Harold VermusによるE-Biomed提案が発表

 10 22 OAIのSanta Fe Conventionが発表 

2000 2  PubMed Central創始 

 5 10 Tempe Principles for Emerging Systems of 
Scholarly Publishing（来るべき学術出版シス

テムのためのテンピ原則）発表 

 

 5 16 CalTech図書館がCollection of Open Digital 
Archives (CODA)を公開 

 

 7 19 BioMed Centralが最初のフリー・オンライン

論文を出版 

 

 9 29 サウサンプトン大学がEprintsをリリース 

2001   Manfredi La MannaがElectronic Society for 
Social Science (ELSSS)を開設 

 

 3 23 Public Library of Science (Plos)発足の契機と

なった編集者への手紙がScience誌上に発表 

 



年 月 日 海外 日本 

 3 28 Peter SuberがFree Online Scholarship 
Newsletter (FOSN)を創刊（2003年7月4日以

降，SPARC Open Access Newsletter (SOAN)
と改名） 

 

 4 24 Open Archives Initiative (OAI) がProtocol 
for Metadata Harvesting v. 1.0リリース 

 

 7 2 Open Archives Initiative (OAI) がProtocol 
for Metadata Harvesting v. 1.1リリース 

 

 9 1 Public Library of Scienceボイコット発動の

最終期限 

 

2002   国立情報学研究所がメタデータ・データベース

共同構築事業を開始 

   SPARCがThe Case for Institutional 
Repositories: A SPARC Position Paperを刊

行 

 

 1 1 BioMed Centralがフリー・オンライン・アク

セスのコスト回収のために出版料の徴収を

開始 

 

 2 6 International Scholarly Communications 
Alliance (ISCA) 創設 

 

 2 14 Open Society InstituteがBudapest Open 
Access Initiative (BOAI) 創設 

 

 3 12 科学技術・学術審議会 研究計画・評価分科会 情
報科学技術委員会 デジタル研究情報基盤ワー

キング・グループが『学術情報の流通基盤の充

実について（審議のまとめ）』を発表 

 4  Association of College and Research 
Libraries (ACRL)がScholarly 
Communication Initiativeを開始 

 

 4 3 California Digital Library (CDL)が
eScholarship Repositoryを公開 

 

 5 16 Lawrence LessigがCreative Commonsを創

始 

 6 14 Open Archives Initiative (OAI) がProtocol 
for Metadata Harvesting v. 2.0リリース 

 

 7  千葉大学附属図書館が千葉大学学術情報リポジ

トリ（仮称）計画を開始 

 7 1 BioMed Centralがオープン・アクセス綱領を

発表 

 

 8  Canadian Association of Research Libraries 
(CARL)がCARL Institutional Repository 
Projectを開始 

 

 8 1 Joint Information Systems Committeeが
Focus on Access to Institutional Resources 
(FAIR) Programmeを開始 

 

 8 15 CERNがCDSWareをリリース 

 9 30 MITがOpenCourseWareを公開 

 10 31 オランダ政府がDAREプロジェクトを創設 

 11  SPARCがSPARC Institutional Repository 
Checklist & Resource Guideを刊行 

 

 11 4 MITがDspaceを公開 

2003 1 29 Budapest Open Access Initiativeがオープ

ン・アクセス出版のための2つのビジネス・

ガイドを刊行 

 

 3 17 文部科学省研究振興局情報課が『学術情報発信



年 月 日 海外 日本 

に向けた大学図書館機能の改善について』を刊

行 

 5 1 バージニア大学及びコーネル大学が

FEDORA version 1.0をリリース 

 

 5 12 ルンド大学がDirectory of Open Access 
Journalsを公開 

 

 5 29 国立大学図書館協議会図書館高度情報化特別委

員会ワーキンググループによる『電子図書館の

新たな潮流－情報発信者と利用者を結ぶ付加価

値インターフェイス－』刊行 

 6 20 Bethesda Statement on Open Access 
Publishing発表 

 

 8 28 ACRL (Association of College & Research 
Libraries) がPrinciples and Strategies for the 
Reform of Scholarly Communicationを発表 

 

 10  オーストラリア教育・科学・訓練省が

Australian Research Repositories Online to 
the World (Arrow)を創設 

 

 10 1 Wellcome Trustがオープン・アクセスを支援

するポジション・ペーパーを発表 

 

 10 13 Public Library of ScienceがPLoS Biologyを創

刊 

 

 10 22 Max Planck SocietyとEuropean Cultural 
Heritage OnlineがBerlin Declaration on 
Open Access to Knowledge in the Sciences 
and Humanitiesを発表 

 

 10 27 Association of Learned and Professional 
Society Publishers (ALPSP)がオープン・アク

セスに関する声明を発表 

 

 12 10 英国下院科学技術特別委員会が学術雑誌の

価格とアクセシビリティに関する調査に着

手 

 

 12 12 UN World Summit on the Information 
Societyが科学情報へのオープン・アクセスの

支援を含む宣言を承認 

 

 12 12 同じくUN World Summit on the 
Information Societyが行動計画を承認 

 

2004 1  Open Society InstituteがA Guide to 
Institutional Repository Software v. 2.0を刊

行 

 

 2 24 IFLAがIFLA Statement on Open Access to 
Scholarly Literature and Research 
Documentationを発表 

 

 3 16 48の非営利出版者がWashington D.C. 
Principles for Free Access to Scienceを発表 

 

 6 3 Elsevier社が著者が論文の最終稿を個人ウェ

ブサイトもしくは機関リポジトリに蓄積す

ることを許可する新方針を発表 

国立情報学研究所が学術機関リポジトリ構築ソ

フトウェア実装実験プロジェクトを開始 

 6 15 European Commissionがヨーロッパにおけ

る学術出版システムの調査に着手 

 

 6 29 カナダの研究図書館協会が「Brief to the 
Social Sciences and Humanities Research 
Council of Canada: Concerning 
Transformation of SSHR」を公開 

 

 7 8 SpringerがOpen Choiceを公表 



年 月 日 海外 日本 

 7 14 米国下院歳出委員会がNational Institute of 
Health (NIH)の補助金による研究成果を

PubMed Centralにデポジットする義務付け

る提案を採択 

 

 7 20 英国下院科学技術特別委員会が学術雑誌の

価格とオープン・アクセスに関する調査に基

づく報告書を発表 

 

 8 16 スコットランド科学情報戦略ワーキンググ

ループが「スコットランドオープンアクセス

宣言(Scottish Open Access Declaration)」の草

案を公開 

 

 8 23 ElsevierがScopusをテスト公開 

 8 24 Alliance for Taxpayer Access(ATA)が創設さ

れる 

 

 8 26 アメリカのノーベル賞受賞者がオープンア

クセス支持を表明する公開書簡を米国議会

へ提出 

 

 9 3 NIHのPublic Access Policy原案が公表され

る 

 10 4 EPICとKeyperspecttivesが「Delivery, 
Management and Access Model for E-prints 
and Open Access Journals within Further 
and Higher Education」を公開 

 

 10 19 The Public Library of Scienceが，PLoS 
Medicineを創刊 

 

 11 8 英国下院科学技術特別委員会報告書に対す

る政府の回答書が公開 

 

 11 25 Stevan Harnadが図書館総合展で『学術コミュニ

ケーション最先端：オープンアクセスとセルフ

アーカイブ』を開く 

 11 18 GoogleがGoogle Scholarをテスト公開 

 12 6 国立国会図書館が「電子情報環境下における国

立国会図書館の科学技術情報整備の在り方に関

する提言」を公開 

 12 9 香港科技大でInternational Conference on 
Developing Digital Institutional Repositories: 
Experiences and Challenges 開催(10日まで)

 

 12 14 Googleが世界主要大学図書館の蔵書のデジ

タル化計画を表明 

 

2005 1 6 The Public Library of Scienceが，PLoS 
Computational Biology, PLoS Genetics, and 
PLoS Pathogens創刊を公表 

 

 1 11 NIHがPublic Access Policyの公表延期 

 2 1 英国下院科学技術特別委員会報告書に対す

る政府の再回答書が公開 

 

 2 3 NIHがPublic Access Policyを公表 

 2 10 学術機関リポジトリ構築ソフトウェア実装実験

プロジェクト報告会開催 

 2 24 BlackwellがOpen Onlineを開始 

 2 28 Berlin 3 Open Access 会議開催 

 3 18 フランスCNRSがベルリン宣言署名 

 3 23 フィンランド教育省のOpen Access 
Scientific Publishing Committeeがオープン

アクセスを推奨 

 

   フランスのINRA，CNRS，INRIA，Inserm  



年 月 日 海外 日本 

がオープンアクセスアーカイブの創設を表

明 

 3 24 CERNがオープンアクセス方針を更新公開 SPARCのRick Johnsonが来日公演 

 5 2 NIHのPublic Access Policyが発効 

 5 7 Open Access Japan 創設 

 5  早稲田大学リポジトリ（DSpace@Waseda 
University）公開 

 6 17 カナダ図書館協会が第60回年次総会でオー

プン・アクセス支持の決議 
 

 6 28 英研究協議会(RUCK)がオープン･アクセ

ス・ポリシー草案を発表 
 

 7   千葉大学学術成果リポジトリ CURATOR正式

公開 
 7 1 オックスフォード大学出版局がOxford 

Openを開始 
 

 7 21 チューリヒ大学が研究成果の大学のリポジ

トリへの登録義務化を決定 
 

 8 16 シュプリンガーがオープン･アクセス部門を

新設。BioMed Centralのヤン･フェルテロッ

プを責任者に指名 

 

 10 1 Wellcome Trustが新たなオープン･アクセス

義務化を開始 
 

 10 3 Internet Archive他がOpen Content Alliance
を結成 

 

 11 24 英国王立協会が性急なオープン･アクセスに

反対する声明を発表 
 

 12 7 英国王立協会46会員がオープンアクセス支

持を求める公開書簡を協会に提出 
 

 12 7 米Joseph Lieberman上院議員がオープンア

クセスを求めるCures法案を提出 
 

 12 14 スウェーデンのルンド大学がオープンアク

セス方針を策定 
 

 12 15 Wellcome TrustがBlackwell，Oxford 
University Press，Springerと助成研究の即時

オープンアクセス提供を契約 

 

2006 1 11 Open DOARが公開 国立大学図書館協会が日本の1730学会に対して

「著作権の取扱い等に関するアンケート調査」

を実施 
 1 27? ドイツ研究協会(DFG)がオープンアクセス

のガイドラインを採択 
 

 1 30 Open Repositories 2006 シドニー大学で開

催（2月3日まで） 
 

 1 31 スペイン国立研究協議会(Spanish National 
Research Council)がベルリン宣言に署名 

 

 2 17  岡山大学学術成果リポジトリ OU-DIR公開 
 2 28  名古屋大学: Nagoya Repository公開 
 3 23  文部科学省「学術情報基盤の今後の在り方につ

いて（報告）」 
 3 23  筑波大学の機関リポジトリ「つくばリポジトリ

(Tulips-R)」公開 
 3 28 Berlin 4 Open Access 会議が開催(31日まで) 「第3期科学技術基本計画」が閣議決定 
 3 29   
 4 1  北海道大学学術成果コレクション HUSCAP公

開 
 4 10 Eprints, Dspaceに著者へのeプリント請求機  



年 月 日 海外 日本 

能追加 
 4 19  九州大学学術情報リポジトリ(QIR)公開 
 4   東京大学学術機関リポジトリ（UT Repository）

公開 
 5 2 米上院議員のJohn CornynとJoseph 

Liebermanが，「Federal Research Public 
Access Act of 2006(FRPAA)」を提出 

 

 5 9 ベルリンのフンボルト大学がオープン･アク

セス宣言 
 

 5 11 スウェーデン国立図書館がOpenAccess.seと
いうプログラムを開始 

 

 5 16  国立情報学研究所 平成17年度CSI委託事業報

告交流会 
 5 17  慶應義塾大学が機関リポジトリを試験公開 
 5 24 エルゼビアがハイブリッド・モデル

Sponsored-Articleを開始 
 

 6 9?  京都大学学術情報リポジトリ(Kyoto University 
Research Information Repository)公開 

 6 20 英国王立協会がEXiS Open Choiceの試行を

発表 
金沢大学学術情報リポジトリKURA報道発表 

 6 25 リオデジャネイロで開催のiCommons 
iSummit for 2006でオープン･アクセスに関

するリオ宣言を採択 

 

 6 28 英研究協議会(RUCK)がオープン･アクセス･

ポリシーを発表 
 

 6 29 SHERPAが研究助成団体のオープン･アクセ

ス･ポリシーのデータベースJULIETを作成 
 

 7 28 米25大学の学長がFRPAAを支持する公開書

簡に署名 
 

 8 9 タスマニア大学コンピュータ研究科が教

員・大学院生にオープン･アクセスを義務化 
 

 8 12 ケンブリッジ大学出版局がCambridge Open 
Option を開始 

 

 8 14 米化学会がAuthorChoiceを開始  
 8 16 米物理学会が Free To Read を開始  
 8 30 OhioLinkが著者の権利保持に関する文書（承

認は５月）を公開 
 

 9 11 ECがDRIVER (Digital Repository 
Infrastructure Vision for European Research)
を開始  

 

 9 28 テイラー&フランシスが，雑誌175タイトル

を対象に著者選択型OAサービス

「iOpenAccess」を開始 

 

 10 2  神戸大学学術成果リポジトリ Kernel公開 
 10 6  広島大学学術情報リポジトリ公開 
 10 26 Fifth International Conference on University 

Libraries, "Open access: an alternative of 
access to scientific information(27日まで)で
メキシコ宣言採択 

 

 11   北大、千葉大、金沢大を中心にDigital Repository 
Federation（略称DRF＝ダーフ）設立 

 11 2 インド・バンガロールでWorkshop on 
Electronic Publishing and Open Access: 
Developing Country Perspectives開催 

 

 11 16  千葉大学で共同ワークショップ「日本の機関リ
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ポジトリの今2006」開催 
 11 20  第8回図書館総合展で機関リポジトリに関する

複数のセッションが開かれる 
 11 27  慶應義塾大学学術情報アーカイブ KOARA公

開 
 11 28 ポルトガルの大学長会議がオープン･アクセ

ス宣言を発表 
 

 12 1 IFLA/UNESCO Internet Manifesto 
Guidelines発表。オープン･アクセスを推奨 

 

 12 18 PLoS ONE創刊 「デジタル巨人の肩の上に立つ：機関リポジト

リ、e-サイエンス、および学術コミュニケーシ

ョンの将来に関する国際シンポジウム」東京で

開催 
 12  UKPMC運用開始  
 12 22 European Research Council(ERC)の

Scientific Councilが”Statement on Open 
Access”を発表 

 

2007 1 19 米エネルギー省が世界的科学ポータル

"Science.world"をBritish Libraryと共同で開

発すると発表 

学協会著作権ポリシーデータベース(Society 
Copyright Policies in Japan)仮公開 

 1 22 Open Repositories 2007 米サンアントニオ

で開催（1月26日まで） 
 

 1 23 OAIsterのレコードが１千万件に到達  
 1 25 European CommissionにOA政策を求める

請願に1万人以上が署名 
 

 2 7  長崎大学 学術研究成果リポジトリ NAOSITE
公開 

 2 20  大阪大学学術情報庫 OUKA公開 
 2 26  同志社大学学術リポジトリ公開 
 2  STM出版社が共同でブリュッセル宣言を発

表 
 

 3 5  東北大学機関リポジトリ TOUR公開 
 


